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フュルト自転車展参観報告及びニュルンベルク市内自転車小売店調査 

 

1. フュルト自転車展（rad10） 

標記展示会は、ニュルンベルクから地下鉄で 20 分ほどの距離にある隣町「フュルト」の市

民ホールで開催された消費者向け小規模自転車展である。 

 
【rad10 】 

主催： Zentralrad Fuerth、ADFC Nuernberg 

会場： Stadhalle Fuerth(フュルト市民ホール) 

会期： 2010 年 2 月 27 日(土)～28 日(日) 10:00～18：00 

入場者数： 4,800 人（昨年 3,900 人） 

出展社数： 61 社（昨年 53 社） 

 

  

会場案内板                 ホール内の様子 

 

会場は最寄り駅前にあり、市民ホール全体を利用していたものの、他地域の展示会場と比

べて広いとはいえない展示面積であった。主要出展者は、地元自転車小売店であり、出展ブ

ランドは、トレッキング車・シティ車ではウィノーラ、ジャイアント、idworx 及び R&M で、

スポーツ車では、スペシャライズド、STEVENS、GHOST 及びフォーカス等であった。部品、付

属品では、鍵の ABUS、ポンプ等の SKS、アイウエアの UVEX、タイヤのシュワルベ、バスケッ

ト類の KLICKfix や照明の b+m など出展数量は僅かであるが、自転車に関する商品が一通り揃

っていた。ここでも電動アシスト自転車が多く見られ、主なブランドでは、ウィノーラ、フ

ライヤー、ジャイアント及び R&M などであった。当地でも同車種が来場者から注目を集めて

いることが伺え、入口付近には電動アシスト自転車の試乗車が用意され、来場者が会場周辺

の屋外を試走する姿を見かけた。更に ADFC（ドイツ・サイクリスト・クラブ）コーナーでは、

各地のサイクリング情報資料が数多く並び、サイクリストが多数詰めかけ、小規模な展示会

ながら場内の雰囲気は活気に満ちていた。 
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  自転車小売店ブース             ADFC コーナーに並ぶ資料 

  

電動アシスト車（左；ウィノーラ、右；ジャイアント） 

2.ニュルンベルク市内自転車小売店調査 

調査店舗① 

ニュルンベルク中央駅から徒歩 15 分程の距離にある中規模店で、VSF Fahrrad(自転車小売

組合ブランド)10 台、STEVENS のロードレーサー10 台、MTB20 台、トレッキング車 10 台が展

示されていた。電動アシスト自転車については、2009 年分の販売予定数を終了し 2010 年分

の仕入れ台数を検討中とのことであった。 

  

調査店舗①                  折りたたみ自転車 
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店内の様子 

 

調査店舗② 

スペシャライズド専門店でスポーツ車を中心にロードレーサー10 台、MTB30 台、他に CROS

ブランドのシティ車、トレッキング車が 5 台程展示されていた。また、スペシャライズドの

部品、付属品なども充実しており、展示品が整然と並び落ち着いた雰囲気の店内であった。 

  

調査店舗②                   付属品売り場 

  

                    店内の様子 
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調査店舗③ 

中央駅から S バーンで 10 分位移動した郊外に位置する超大型店で、ドイツで 10 店舗を有

する自転車小売チェーンである。正面には広い駐車場を有し、殆どの来店客は、自動車で来

店するものと思われる。同店の商品展示面積は広大であり、展示車種は ZEG(ドイツ自転車共

同購入組合)で取り扱う殆どのブランドが勢ぞろいしていた。 

 

  

調査店舗③                広大な店内の様子 

  

ロードレーサーのコーナー              MTB のコーナー 

  

電動アシスト車コーナー             シティ車コーナー 
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店舗には、MTB300 台、ロードレーサー150 台、トレッキング車 200 台、シティ車 100 台及

びその他 150 台の合計 900 台が展示されていた。更に部品、付属品の品揃えも充実しており、

各車種コーナーの適所に店員が配置され、接客体制も万全なように伺えた。また、電動アシ

スト自転車は 50 台あり、担当者によると 2009 年の販売は大変好調であったそうである。 

 

  

       屋内試乗コース             部品、付属品売り場 

 

3.まとめ 

今回、ニュルンベルク中央駅周辺の自転車小売専門店を中心に訪問する予定であったが、

そのうち 4 店舗は見つけられなかった。ところが、訪問先の修理専門店の店主に聞いたとこ

ろ、それらの店舗は既に閉店していたことがわかった。更に上記店舗②もかつては通常の自

転車小売店だったが、閉店後にスペシャライズドの単一ブランドショップに変わったとのこ

とであり、同地域の中心市街地における小型店経営の難しさを感じた。 

このように、ニュルンベルク中央駅周辺の小型店舗が次々に廃業している要因として、昨

今の不景気だけでなく、上記店舗③のような自転車専門チェーンの大型店舗が人口 50 万人弱

のニュルンベルクと隣接する人口11万のフュルトと併せて2店舗も同じ商業圏に進出してい

る点にあることも十分に考えられる。 

以 上 

 

（デュッセルドルフ事務所） 

 

この報告書は、競輪の補助金を受けて作成したものです。 

 


